
vol.6年報/2011.09.01発行

分娩予約申込書（予約金5万円要）
産科補償制度登録証
出産育児一時金直接支払制度申込書

高額医療限度額認定証

助産師外来で
　　予約を取ってね！

保険証、住所等の変更は
ありませんか？

予約金預かり証と保険証を忘れずに！ご出
産お
めでとうございます！
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受診前に
太枠内を記入してきて

くださいね！

手

卵黄曩

脳

子宮底長（約33cm）

胎盤（約500g）

羊水（600mℓ） 子宮口

子宮底長（約27cm）

胎盤（約365g）

羊水（700mℓ） 子宮口
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妊婦さんになったら・・・

2-5　妊婦さんになったら・・・

第2章　産婦人科

マタニティライフを快適に過ごしていただくためにご出産に関わる事務手続きと
　　　　　　　　　　妊婦健診、母親学級など医事課から分りやすく
　　　　　　　　　　説明させていただきます。

予定日が決まったら・・・

妊娠初期指導があります。

貧血検査と膣内細菌検査をします。
（当院検診料と別に検査料がかかります）

母親学級中期があります。

母親学級後期があります。

詳しくは、次項へGO!

NSTモニターを毎週とります。

退院予定2日前くらいに
入院費の概算を
お伝えします。退院手続きは
退院当日受付窓口までお越しください。

役所に母子手帳をもらいに行きましょう。
健診受診券がもらえます。
（他府県の方は償還払いです）

初期検査採血があります。（当院検診料と別に採血料がかかります）
分娩予約をしてください。（　　　　の書類を提出してくださいね）
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帝王切開予定なら

を準備してね！

詳しくは、次項へGO!

詳しくは、次項へGO!

○○市妊婦健康診査受診券本人記入欄

医療機関記入欄
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産科医療補償制度

直接支払制度

高額医療限度額認定証

登録証は5年間必ず保管してくださいね。 

「直接支払制度」を利用されなかった場合は
ご自身で出産育児一時金の請求を！

補償の対象

妊娠中

出産後退院時

妊娠中・入院中

退院時

産   後

補償の水準

もっと詳しくは
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2-5　妊婦さんになったら・・・

妊婦さんになったら・・・

第2章　産婦人科

産科医療補償は、お産をした時に何らかの理由で重度の障害を負った赤ちゃんと
そのご家族をサポートする制度です。

補償基準を満たす条件で出生した赤ちゃんが満5才の
誕生日までに重度脳性麻痺と診断された場合、補償の
対象となります。

分娩予約時「直接支払制度」を利用される
方は受付にて合意文書を取り交わします。

「直接支払制度」を利用すれば退院時の
お支払いは、出産育児一時金（H23年度は42万円）を上回った額
のみとなります。退院時に合意文書を受け取ります。

切迫早産や帝王切開で
健康保険が適用されて医療費が高額になった場合、
申請すれば自己負担額を超えた分が払い戻されます。

入院予定が決まっている場合は、事前に「限度額適用認定証」を自身の加入する健康保険組合に
申請し交付を受けることで退院時の支払いは、自己負担分だけでOK!

出産育児一時金の額に満たない場合は差額分を自身の加入する
健康保険に請求を！

補償の対象と認定された赤ちゃんに対し、一時金
600万円と分割金が20年にわたり総額2400万円が
補償金として支払われます。

手続きの流れ

手続きの流れ
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http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/

GO!

GO!

GO!

△△保健組合限度額適用認定証

「出産育児
一時金等の

医療機関等
への直接支

払

　　　　制
度」をご利用

いただくこと
ができます

。
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以上説明を
受け、保険

者から支給
される

  「出産育児
一時金」につ

いて、

   直接支払
制度の利用

を

□  申し込
みます　・　

□  申し込
みません

記号○△□　番号××××××
被保険者　箕面一郎適用対象者箕面花子生年月日　昭和○△年○△月○△日
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